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日本語と世界の言語の名詞修飾表現　

プラシャント・パルデシ、堀江薫編　　A5 判・584 ページ　定価 8,800 円＋税　

名詞（連体）修飾表現は世界の諸言語の研究において最も研究されてきた言語現象の一つである。本論文集は東
から北東・中央・西・東南・南までを含むアジア諸言語、ヨーロッパ言語の名詞修飾表現に関する 26本の論文
を収録している。対照言語学・類型論的観点から「内の関係」（所謂「関係節」）のみならず、通言語的研究の少
ない「外の関係」の名詞修飾表現に関しても分析を広げており、名詞修飾表現に関心を持つ読者にとって必読
の文献である。
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言語の能格性　

今西祐介著　　A5 判・200 ページ　定価 3,800 円＋税　

能格性に関する日本語での初の概説書。能格言語の特異性を示すと同時に、英語や日本語と能格言語の類似性
にも注目することで、言語の普遍性研究の重要性を説く。頻繁に議論される能格言語（バスク語やヒンディー語
等）と筆者の専門であるマヤ諸語に焦点を当てながら能格性とそれに関連する言語現象を網羅的に紹介する。さ
らに、生成文法理論における能格性研究を概説しながら、当該理論の成果・問題点・今後の展望を明らかにする。

A Descriptive Study of
the Modern Wolaytta Language　

若狭基道著　　A5 判・852 ページ　定価 45,000 円＋税　

エチオピアの南西部で話されているウォライタ語（アフロアジア大語族、オモ系）の総合的で詳細な記述的研
究。有声喉頭化音の存在の指摘、表記の実態の分析、「具体性」という概念を用いた普通名詞の形の使い分けの
解明、固有名詞の多面的な記述、ヴォイスの複合現象の検討等、オリジナルな視点を含みつつもレファランス
グラマーとして望ましい姿を模索。世界的に密かな注目を集めていた博士論文、待望の出版。
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